
こ
の
度
「
地
域
の
医
史
学
」
に
静
岡
県
に
関
す
る
も
の
を
と
御
依
頼
を
受

け
、
学
術
生
疎
の
身
を
省
ゑ
て
随
分
と
迷
っ
た
末
に
、
静
岡
県
西
部
特
に
南

遠
江
地
域
の
医
史
を
特
徴
付
け
る
資
料
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
受
諾
し
た
。

原
資
料
は
本
間
達
二
医
師
（
静
岡
市
羽
鳥
八
二
九
）
が
所
有
さ
れ
て
お
り
、

Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
和
紙
を
袋
綴
に
し
た
も
の
に
書
き
込
ま
れ
た
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
『
静
岡
県
医
師
会
史
』
（
昭
和
三
十
一
年

『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
（
昭
和
四
八
年
刊
）
、
『
小
笠
医
師
会
史
』
（
昭
和
五

刊
）
、
十
六
年
刊
）
な
ど
に
記
載
が
桑
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
が

中
央
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
、
玄
聖
講
の
創
設
に
主
役
を
演
じ
た
本
間
春
城
と
そ
の
周
辺
の
人
物
、

特
に
荻
野
元
凱
の
門
下
生
と
あ
る
い
は
そ
の
孫
弟
子
た
ち
の
業
績
の
一
つ
と

し
て
こ
れ
を
評
価
す
れ
ば
、
誰
の
創
設
は
地
域
医
療
近
代
化
の
起
点
と
み
な

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
現
在
ま
で
の
調
査
結
果
な
ど
を

付
記
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

は
じ
め
に

南
遠
地
域
の

医
の
近
代
化
の
起
点
と
し
て
の
玄
聖
講

舟
木
茂
夫

「
玄
聖
講
盟
耆
」
の
全
容

玄
聖
講
盟
害
並
序

嘗
有
二
三
門
客
来
話
。
語
次
謂
余
日
。
吾
暦
業
己
心
織
匙
耕
。
以
免
飢

寒
。
無
妻
李
嗽
を
之
訴
者
。
錐
伝
法
授
術
之
所
由
乎
。
而
亦
先
聖
之
余
光
。

相
照
乎
昭
代
之
恩
輝
也
。
為
思
万
一
之
報
。
而
猶
未
能
翼
其
慮
之
。
余
深

嘉
其
用
心
之
篤
。
賞
且
諾
焉
。
雨
後
。
性
を
。
訶
諸
友
朋
。
友
朋
亦
嘉
応

焉
。
遂
会
同
志
幾
人
千
一
堂
。
相
与
議
之
。
議
日
。
歳
一
開
斎
場
。
主
薦

蘋
繋
。
賓
蓋
香
泉
。
敬
祭
先
聖
。
可
乎
。
日
可
。
香
泉
之
秩
。
属
之
富
人
。

以
使
息
焉
。
可
乎
。
日
不
可
。
是
買
竪
之
為
也
。
日
不
然
。
己
茄
之
貸
。

誰
敢
収
之
。
不
収
之
物
。
賎
之
以
為
救
済
之
資
。
何
不
可
之
有
。

夫
医
済
世
之
術
。
人
之
云
病
。
豈
唯
疲
雁
灰
疾
也
。
有
貧
有
俗
。
尚
亦

救
哉
。
其
或
窮
郷
子
弟
。
乏
師
友
者
。
取
之
学
費
。
充
之
書
糧
。

不
亦
治
俗
病
乎
。
其
或
罷
災
連
害
。
急
約
廃
業
者
。
容
諏
以
振
徳
之
。

不
亦
療
貧
病
乎
。
古
日
。
居
安
思
危
。
経
日
。
治
末
病
。
惟
其
有
之
。
是

乃
先
聖
伽
民
之
余
。
秦
和
医
国
之
意
。
所
以
参
天
地
之
化
賛
昭
代
恩
也
。

豈
不
亦
善
乎
。
成
日
大
善
群
議
於
是
平
定
笑
。

裁
書
不
款
。
盟
以
要
焉
。
云
。

繁
是
明
盟
言
不
容
偽
歳
食
克
動
涯
祀
之
致

弾
思
研
精
彊
力
子
技
有
能
必
伝
得
効
勿
秘

莫
誇
功
莫
趨
利
莫
違
仁
莫
失
誼

若
倫
是
盟
三
皇
二
神
惟
嫌
惟
忌
道
術
不
凝

家
声
永
破

文
化
癸
酉
年
十
月
念
六
日
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序
先
聖
閏
生
民
不
能
無
病
、
察
物
牲
之
必
愈
之
也
。
嘗
百
艸
、
試
庶
物
、

行
経
主
治
衆
疾
。
及
畏
悪
反
忌
之
類
、
二
神
制
療
病
之
方
、
定
禁
厭
之
術
、

立
極
以
胎
後
人
也
。
聖
神
之
盧
深
哉
。
遠
芙
、
実
是
医
家
之
大
祖
、
有
生

備恩
奉頼
流 乎

鼠箪
某恐
等姜
恐号

蕊
Jじ、

二
柱
大
神
乃
大
前
永
比
某
等
恐
美

恐
華
白
久
遠
津
神
代
永
二
柱
相
並
誌

御
心
乎
合
也
賜
比
御
力
乎
合
也
賜
弓
諸
共
氷
大

八
洲
国
修
理
堅
米
賜
弓
国
作
坐
大
神

登
称
辞
寛
奉
大
神
等
諸
乃
病
乎

治
流
薬
方
乎
毛
始
賜
比
定
賜
搗
天
下
永
所

有
顕
見
蒼
生
乃
苦
瀬
永
落
弓
阿
都
迦
比

悩
乎
助
賜
救
賜
雑
比
某
等
我
鑿
薬
乃
業

毛
大
神
等
乃
米
具
美
将
賜
御
霊
永

依
墾
過
津
事
無
験
波
将
有
登
広
伎
厚

拝
薬
神
詞

大
穴
牟
遅
命
少
名
毘
古
那
命

惜
虚
斎
源
清
行
誠
猩
誠
恐
頓
首
拝
耆

文
化
十
年
癸
酉
十
月
穀
日

中
山
外
記
謹
識

甲
斐
松
田
惇
篤
夫
敬
書

朱
印

朱
印

一一一議
、、、

序
医
之
為
道
也
。
非
生
而
知
之
者
必
有
師
突
、
師
亦
非
生
知
之
者
必
有
害

笑
、
書
之
源
也
。
出
於
先
聖
之
口
、
経
歴
万
年
而
不
失
具
正
、
行
干
今
之

世
而
為
不
易
弥
芙
。
豈
有
他
哉
。
篤
信
而
従
古
之
法
以
療
今
之
病
、
無
有

不
奏
効
者
突
。
所
以
医
之
為
医
者
者
、
可
知
而
巳
而
后
潤
屋
潤
身
、
足
以

保
妻
李
突
、
於
是
乎
、
知
三
皇
二
神
之
恩
徳
莫
大
突
也
。
不
可
徳
以
不
謝

芙
、
不
可
恩
以
下
報
芙
、
因
以
至
結
一
歳
一
日
之
会
而
敬
祖
神
祭
之
也
。

有
余
力
則
論
道
輔
仁
、
受
授
法
方
而
共
欲
救
人
民
之
患
也
。
是
則
報
恩
之

万
一
其
在
子
蕊
乎
。

文
化
癸
酉
冬
十
二
月

橘
成
章
子
文
謹
識
朱
印
朱
印

一
、 之

父
母
也
。
誰
不
尊
奉
焉
哉
。
因
相
与
祭
先
神
、
以
答
無
窺
、
恩
頼
之
万

一
・
是
乃
所
以
定
群
議
、
結
講
社
也
云
。

時
文
化
癸
酉
冬
矢
野
執
庵
謹
識

一
、

定
訳

医
学
無
怠
惰
出
精
可
致
事

不
仁
不
善
之
行
靭
茂
有
之
間
敷
事

医
害
互
｝
一
可
致
貸
借
事

附
・
儒
弱
之
義
之
様
心
附
卒
業
候
は
入
早
速
可
返
却

応
請
候
節
奇
症
に
て
手
を
下
し
が
た
き
病
者
有
之
旨
其
症
回
文
｝
一
相

認
可
間
合
異
見
事
附
各
存
付
候
治
方
有
候
は
上
書
添
可
致
順
達

先
医
治
療
之
善
悪
外
人
と
不
可
話
事
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、、、

一
、

一
、

一
、

右
譽
誤
り
有
之
候
ど
も
必
寛
無
益
之
事
一
一
候

一
体
病
家
へ
参
る
節
先
懸
り
合
之
有
無
承
届
先
医
有
之
候
は
上
為
立

会
処
剤
等
之
容
子
茂
聞
合
可
申
筈

病
家
立
会
其
外
応
対
之
節
相
互
二
可
正
礼
譲
事

医
師
有
之
村
方
に
て
諸
診
候
は
入
其
村
之
医
師
へ
会
釈
可
有
之
事

病
家
之
為
を
専
要
一
一
い
た
し
少
し
茂
差
支
無
之
様
可
取
斗
事

附
病
家
に
て
不
埒
之
応
答
も
間
々
有
之
也
二
候
得
共
重
病
に
て
心
配

い
た
し
候
節
杯
は
不
行
届
の
筋
も
可
有
之
候
間
決
て
心
｝
一
不
懸
深
切

を
尽
し
諸
事
心
添
い
た
し
可
遣
候
併
到
て
不
法
之
義
有
之
病
人
平
癒

之
後
及
懸
合
候
は
格
別

両
郡
講
外
之
医
者
対
談
致
間
敷
事

但
他
方
よ
り
来
診
之
医
も
病
家
之
心
一
一
任
せ
来
談
可
致
候
得
共
住

所
も
不
慥
無
頼
之
席
医
と
見
請
候
は
Ｌ
決
し
て
応
対
不
可
致
候
、
且

二
郡
之
内
へ
外
よ
り
越
来
る
医
生
有
之
は
修
業
之
程
相
糺
入
講
之
上

一
統
会
釈
可
致
術
業
未
熟
二
候
は
上
譽
取
持
人
之
有
如
何
様
相
頼
候

共
許
容
致
間
敷
候

同
社
之
内
不
幸
大
故
二
及
候
者
有
之
は
其
社
中
よ
り
及
沙
汰
組
々
脾

泉
取
集
め
年
行
司
連
名
之
吾
状
を
以
早
速
計
音
可
致
事

最
寄
を
以
社
を
結
び
正
五
九
月
致
会
合
可
奉
祭
祖
神
事

但
其
社
中
一
統
出
席
学
術
等
講
習
可
致
候
会
所
は
順
番
一
一
相
勤
会

亭
難
致
家
は
社
中
見
斗
用
舎
も
可
有
之
し
其
節
饗
泉
二
繩
雑
費
料
一

級
宛
差
出
し
候
筈
取
窺
候
上
は
出
席
無
之
輩
茂
講
費
は
無
滞
可
差
出

候
尤
会
亭
二
て
も
右
料
に
て
取
斗
外
入
用
等
無
之
様
其
組
々
に
て
便

利
之
定
方
も
可
有
之

・
毎
年
十
月
十
五
日
惣
会
合
祭
礼
可
相
勤
事

附
当
日
会
所
は
加
茂
村
清
水
喜
代
太
方
一
一
定
置
両
郡
一
統
出
席
と

取
究
候
条
兼
て
繰
合
せ
置
湖
席
致
間
敷
候
出
席
之
上
年
中
検
閲
い
た

し
候
書
籍
之
中
難
解
之
文
等
詳
く
薬
品
等
抄
耆
持
参
異
同
を
弁
別
し

精
粗
を
研
窮
し
怯
弱
を
救
ひ
驍
惰
を
規
し
衆
評
討
論
い
た
し
候
は
些

各
を
一
等
之
発
明
も
可
致
候
間
無
伏
蔵
可
申
出
候
且
組
交
に
て
捧
置

候
壱
人
前
六
繩
宛
年
行
司
持
参
可
差
出
候
惣
都
合
之
上
慥
成
方
へ
頂

ヶ
年
壱
割
之
恩
を
加
へ
慨
社
中
医
業
難
取
統
者
有
之
欺
又
は
無
拠
入

用
有
之
仁
は
物
色
之
上
相
談
を
以
見
継
過
或
は
当
人
捧
置
候
分
割
返

し
遣
し
候
茂
可
依
時
宜
候
万
一
右
奏
銭
預
人
無
之
節
は
一
同
可
割
返

事
勿
論
也

当
日
祭
礼
之
式

神
供
鏡
餅
価
参
百
孔

御
酒
二
樽
同

御
肴
同
二
百
孔

菓
子
同
二
百
孔

料
紙
百
枚

右
幹
事
と
し
て
一
組
宛
定
置
祭
入
用
は
其
組
之
費
に
て
可
相
勤
候
但

し
其
社
人
数
之
多
少
一
一
よ
り
番
廻
り
方
は
取
斗
も
可
有
之
候
且
当
日

出
会
之
人
々
一
炊
料
五
拾
穴
一
一
定
置
神
前
用
物
一
同
喜
代
太
へ
任
置

候
秋
り

右
は
此
度
有
増
之
議
定
に
て
末
を
祖
神
之
御
廟
を
も
興
立
医
業
之
煉
熟

を
も
相
願
一
歳
一
度
之
集
会
取
窮
候
上
は
猶
又
如
何
様
之
取
定
茂
可
相

成
候
間
可
然
義
追
を
可
及
評
議
候
以
上
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同新赤目同平半 本 岡 加 稲 平 小 新 大 雨 同同同同同｜司同横
野土木川済所茂荷尾貫川坂垂

所邨邨邨所邨邨邨所邨部村村村村村 所 所 所 所 砂
邨

田
代
良
有
（
黒
印
）

久
野
有
盛
（
黒
印
）

堂
盤
綱
太
（
黒
印
）

吉
川
柳
苓

大
橋
良
川
（
黒
印
）

野
村
随
仙
（
黒
印
）

野
村
養
樹
（
黒
印
）

石
井
玄
仙
（
黒
印
）

平
松
杏
順
（
黒
印
）

福
住
良
哲
（
黒
印
）

相
沢
玄
徳
（
黒
印
）

溝
、
玄
同
（
黒
印
）

前
田
玄
隆

滝
川
玄
理
（
黒
印
）

渡
辺
意
三
（
黒
印
）

白
松
玄
節
（
黒
印
）

小
原
玄
和
（
黒
印
）

岡
本
重
次
郎
（
黒
印
）

本
間
春
城

川
田
文
格
（
黒
印
）

外
岡
雄
伯
（
黒
印
）

小
原
雄
碩
（
黒
印
）

松
下
良
伯
（
黒
印
）

上
田
元
策
（
黒
印
）

玄
聖
講
再
会
議
定
之
事

一
、
最
寄
を
以
順
番
一
一
令
会
合
奉
祭
祖
神
事

但
賓
銭
者
随
懸
捨
二
い
た
し
滝
川
姓
へ
相
頼
可
申
雑
費
〈
弐
百
繩
を

以
為
定
尤
会
亭
難
致
家
者
用
捨
可
有
之

一
、
礼
之
用
和
為
貴
に
て
社
中
互
一
一
相
和
し
無
伏
蔵
研
業
可
致
事

門
屋
邨

池
新
田
邨

朝
比
奈
邨

比
木
邨

志
留
輪
邨

遠
渡
邨

同
所

地
頭
方
邨

須
を
木
邨

相
良

同
所

同
所

菅
谷
邨

中
西
邨

朝
比
奈
邨

金
谷
宿

同
所

菊
川

中
山
外
記

丸
尾
良
益
（
黒
印
）

赤
堀
本
碩
（
黒
印
）

矢
野
執
蓄
（
黒
印
）

滝
文
奄
（
黒
印
）

嶋
治
玄
秀
（
黒
印
）

山
本
隆
蓄
（
黒
印
）

松
浦
周
益

奥
山
静
順
（
黒
印
）

寺
田
桃
仙
（
黒
印
）

湯
沢
春
庭
（
黒
印
）

益
田
元
養
（
黒
印
）

川
田
東
節
（
黒
印
）

中
山
文
仲
（
黒
印
）

小
野
田
導
碩
（
黒
印
）

殿
木
修
齢
（
黒
印
）

木
群
良
迪

戸
塚
順
伯
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天
保
二
年
辛
卯
五
月
二
十
八
日

I

滝
川
玄
理

溝
口
玄
伯

相
沢
玄
徳

福
住
良
哲

平
松
玄
倦

白
松
玄
齢

中
山
外
記

丸
尾
良
益

赤
堀
春
碩

松
下
良
泰

小
原
英
斎

本
間
春
城

川
田
寿
格

渡
辺
意
三

白
松
玄
節

小
原
松
亭

岡
本
重
司

中
山
春
徳

於
滝
川
氏
会

出
席
人
名

福
住
良
哲

小
原
英
斎

本
間
春
城

溝
口
玄
伯

〔
一
〕
講
元
本
間
春
城
に
つ
い
て

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
荻
野
元
凱
の
下
へ
入
門
し
た
際
の
記
録
に
、
明
和

（
一
）

七
年
（
一
七
七
○
）
生
名
義
生
字
清
静
と
あ
り
、
ま
た
名
清
行
字
子
果
号
惜
虚

（
一
一
）

斎
と
記
載
し
た
も
の
も
あ
る
。
医
名
は
見
毛
、
三
代
目
の
家
督
後
は
春
城
を

（
一
二
）

襲
名
、
隠
退
後
は
大
安
と
称
し
た
。

（
四
）

本
間
一
族
で
荻
野
家
へ
入
門
し
た
も
の
は
、
嗣
子
四
代
目
春
城
を
は
じ
め
、

（
五
）
（
六
）
（
七
）
（
八
）

掛
川
の
義
兄
春
伯
と
そ
の
家
族
で
あ
る
春
育
、
中
郎
、
春
岱
ら
の
総
計
六
名

の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。

（
九
）

東
遠
の
国
学
の
指
導
者
栗
田
土
満
の
門
に
入
り
、
本
居
大
平
の
門
に
入
っ

（
一
○
）
（
二
）

て
歌
道
に
も
励
朶
、
歌
合
わ
せ
て
通
し
て
の
文
化
活
動
や
栗
田
士
満
の
本
間

（
一
一
一
）

家
で
の
作
品
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
が
、
掛
川
藩
の
教
授
に
招
聰
さ
れ
た
松
崎

（
一
三
一
）
』

恢
堂
は
新
築
の
三
階
の
家
屋
に
よ
せ
て
『
山
暁
閣
記
』
を
著
し
、
ま
た
一
橋

家
か
ら
相
良
陣
屋
の
代
官
に
抜
椛
さ
れ
た
小
島
蕉
園
は
父
親
の
二
代
目
春
城

（
一
四
）

蔚
山
の
故
事
と
、
本
間
家
で
古
賀
精
里
の
揮
毫
に
な
る
七
絶
の
軸
に
つ
い
て

（
一
五
）

面
談
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

（
一
一
ハ
）

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
没
、
墓
誌
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

考
諄
清
行
京
子
果
学
台
洲
荻
先
生
業
大
文
政
庚
辰
退
而
自
薬
有
故
障
従

来
米
津
侯
干
京
二
条
城
又
属
到
江
戸
後
辞
之
僑
居
礫
川
五
年
以
明
和
庚

附
記
お
よ
び
参
考
文
献

名
代

〃
抑
牛
八

白
松

小
原

九
尾

良松玄
益亭齢
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寅
生
天
保
丁
酉
年
一
月
十
日
長
逝
寿
六
十
有
八
帰
於
遺
言
日
頑
然
一
物

化
入
宙
宇
快

辱
愛
孤
本
間
春
城
源
雌
泣
血
誌

〔
二
〕
周
囲
の
人
物
を
め
ぐ
っ
て

三
代
目
春
城
が
記
し
た
序
文
の
「
二
、
三
の
門
客
」
と
あ
る
記
載
を
め
ぐ

（
一
七
、

っ
て
は
、
本
間
家
の
門
人
即
ち
荻
野
元
凱
の
孫
弟
子
た
ち
を
指
し
て
い
る
と

一
八
、
一
九
）
．

い
う
見
方
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
識
の
加
關
者
中
に
は
荻
野
元
凱
生
存
中
の

（
二
○
）
（
二
一
）

三
代
目
春
城
の
同
門
者
と
し
て
、
丸
尾
良
益
の
他
に
川
田
文
格
の
氏
名
も
認

め
ら
れ
る
。

（
二
○
）

特
に
丸
尾
良
益
の
場
合
は
三
代
目
春
城
と
同
道
入
門
し
た
と
翠
ら
れ
る
他
、

（
一
二
一
）
（
一
二
二
）

さ
ら
に
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
長
崎
へ
遊
学
し
た
後
に
栗
Ⅲ
土
満
や
木
居

（
二
四
）

春
庭
に
つ
い
て
国
学
も
学
び
、
三
代
Ⅱ
春
城
と
と
も
に
地
方
歌
会
「
門
屋

（
二
五
）

会
」
に
属
し
て
い
た
形
跡
も
あ
り
、
二
人
の
密
着
し
た
行
動
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

川
田
文
格
は
川
田
家
に
伝
わ
る
覚
書
な
ど
か
ら
、
京
都
で
さ
ら
に
吉
益
南

涯
に
つ
い
て
も
医
を
学
び
、
帰
郷
後
痘
科
を
主
体
に
医
を
開
い
た
も
の
と
詮

（
一
一
一
ハ
）

ら
れ
、
文
仲
と
も
称
し
ま
た
隠
堂
と
号
し
た
。

門
客
と
い
う
記
載
が
荻
野
元
凱
の
孫
弟
子
た
ち
を
指
し
て
い
る
の
か
、
或

い
は
荻
野
家
で
の
同
門
者
を
さ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
論
議
は
と
も
か
く
と

（
二
七
）

し
て
、
京
都
に
お
け
る
蘭
学
の
先
駆
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
古
方
派
、
特

（
二
八
）

に
漢
蘭
折
衷
派
と
川
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
肛
接
に
医
を
学
ん
だ
か
或
い

は
間
接
的
に
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
と
い
う
場
合
に
し
て
も
、
彼
ら
が
識
創
設

の
切
掛
け
を
作
る
と
と
も
に
同
志
と
な
っ
て
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
に
至

っ
た
も
の
と
糸
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

即
ち
、
誰
の
創
設
は
荻
野
元
凱
一
門
の
業
績
の
一
つ
と
し
て
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
只
単
に
西
洋
化
と
い
う
こ
と
を
以
て
近
代
化
と
ゑ
な
す
な
ら

ば
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
彼
ら
が
主
体
と
な
っ
て
こ
の
誰
を
創
設
し
た
時

点
を
地
域
医
療
近
代
化
の
起
点
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

〔
三
〕
会
場
に
関
す
る
記
載
か
ら

会
場
に
関
す
る
議
定
訳
第
一
二
条
の
記
載
か
ら
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十

月
二
十
六
日
の
設
立
総
会
を
は
じ
め
、
以
後
引
き
続
き
天
保
二
年
（
一
八
三

一
）
に
規
約
の
改
訂
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
毎
年
十
月
十
五
日
の
定
例
総
会
は

（
二
九
）

旧
加
茂
村
（
現
・
菊
川
町
）
の
村
役
を
勤
め
て
い
た
清
水
喜
代
太
の
屋
敷
で
開

催
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
清
水
家
に
現
存
し
て
い
る
古
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十

（
三
○
）

八
年
（
一
九
七
三
）
に
盤
理
が
行
な
わ
れ
た
上
、
目
録
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
判
り
、
書
留
帳
と
か
覚
え
な
ど
の
記
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

を
選
ん
で
目
を
通
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
玄
聖
講
に
関
す
る
記
載

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
こ
の
年
一
回
の
医
師
た
ち
の
集
り
は
、
特
に
浦
水
喜
代
太
の
気

を
引
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
が
可
能
と
な
る
が
、
一
方
で
は
果

た
し
て
規
約
通
り
に
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
残
さ

れ
て
い
る
。

〔
四
〕
規
約
の
改
訂
に
つ
い
て

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
規
約
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
の
は
、
職
が
振
る
わ

（
一
二
一
）

な
く
な
っ
た
た
め
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
、
そ
の
辺
の
事
情
は
と
も
か
く
と

（
三
二
、
三
三
、
三
四
、
三
五
）

し
て
、
当
時
遠
江
の
国
学
の
指
導
者
た
ち
が
盛
ん
に
開
催
し
て
い
た
学
祖
霊

祭
に
な
ら
う
形
で
、
規
約
の
簡
素
化
が
行
わ
れ
た
と
拳
る
こ
と
も
可
能
で
、
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即
ち
祖
神
の
祭
祀
に
重
点
を
移
す
こ
と
で
代
理
出
席
を
可
能
に
し
て
、
名
目

上
の
出
席
者
を
増
や
す
こ
と
が
は
か
ら
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

な
お
、
規
約
の
改
訂
を
契
機
に
、
会
場
が
旧
加
茂
村
の
清
水
家
か
ら
旧
稲

荷
部
村
の
滝
川
家
へ
移
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
が
、
滝
川
氏
と
そ
の
御
子

孫
に
閲
す
る
消
息
は
未
だ
つ
か
め
て
い
な
い
。

（
一
一
）

（
一
一
）

（
四
）

（
一
）

ヘヘヘヘヘ

ブし ノ エ セ フ ミ 語 包

……し…

（
一
一
）

（
一
つ
）

文
献

京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
』
（
資
料
編
）
三
○
四
頁
、
思
文

閣
、
京
都
市
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

大
須
賀
鬼
卵
『
東
海
道
人
物
志
』
一
三
丁
、
三
都
書
林
、
一
八
○
三

（
享
和
三
年
）
、
山
崎
鐵
丸
、
掛
川
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
年
）
復
刻
。

小
笠
医
師
会
編
『
小
笠
医
師
会
史
』
四
二
九
頁
、
小
笠
医
師
会
、
掛

川
市
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
。

京
都
府
医
師
会
細
『
京
都
の
医
学
史
』
（
資
料
編
）
三
三
一
頁
、
思
文

間
、
京
都
市
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

同
右
、
三
○
三
頁
。

同
右
、
三
一
五
頁
。

同
右
、
三
一
九
頁
。

同
右
、
三
三
一
頁
。

後
藤
一
日
「
東
遠
国
学
の
指
導
者
栗
田
士
満
の
功
紙
と
そ
の
門
人
‐
．

門
流
の
足
跡
」
『
国
学
院
雑
誌
』
八
四
巻
七
号
、
三
六
頁
、
東
京
都
、

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

本
居
宣
長
著
『
本
居
宣
長
全
集
』
（
首
巻
）
四
六
頁
、
片
野
東
四
郎
、

名
古
屋
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）
。

尾
沢
狭
束
「
四
十
五
番
歌
合
に
つ
い
て
」
『
土
の
い
ろ
』
六
巻
五
号
、

一
頁
’
二
八
頁
、
浜
松
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
年
）
。

（
三
）
村
松
圭
三
「
郷
土
歌
人
栗
田
士
満
・
石
川
依
平
遺
墨
展
に
つ
い
て
」

『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
第
一
九
輯
、
九
九
頁
’
一
三
九
頁
、
静
岡
市
、

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
年
）
。

（
三
）
松
崎
怖
堂
「
山
暁
閣
記
」
、
松
崎
健
五
郎
緬
『
椛
堂
遺
文
』
（
上
）
三

九
丁
ｌ
‐
四
○
丁
、
元
真
社
、
東
京
、
一
九
○
一
（
明
論
三
十
四
年
）
。

（
西
）
川
本
楽
山
『
新
訳
・
燕
剛
渉
談
』
二
六
頁
’
二
七
頁
、
小
島
蕉
園
顕

彰
会
、
相
良
町
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
年
）
。

（
三
）
同
右
、
四
○
頁
’
四
一
頁
。

（
宍
）
小
笠
医
師
会
編
『
小
笠
医
師
会
史
』
八
四
七
頁
、
小
笠
医
師
会
、
掛

川
市
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
。

（
石
）
静
岡
県
医
師
会
編
『
静
岡
県
医
師
会
史
』
二
頁
、
静
岡
県
医
師
会
、

静
岡
市
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
年
）
。

（
六
）
士
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
五
六
頁
、
戸
田
書
店
、
清

水
市
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
。

（
元
）
静
岡
県
医
師
会
綿
『
静
岡
県
医
師
会
二
○
年
史
』
七
七
○
頁
、
静
岡

県
医
師
会
、
静
岡
市
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

（
舌
）
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
』
（
資
料
編
）
三
○
四
頁
、
思
文

閣
、
京
都
市
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

（
三
）
同
右
、
三
○
八
頁
。

（
二
）
小
笠
医
師
会
細
『
小
笠
医
師
会
史
』
四
九
七
頁
、
小
笠
医
師
会
、
掛

川
市
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
。

（
三
）
後
藤
一
日
「
東
遠
国
学
の
指
導
者
栗
田
士
満
の
功
績
と
そ
の
門
人
・

門
流
の
足
跡
」
『
国
学
院
雑
誌
』
八
四
巻
七
号
、
三
六
頁
、
東
京
都
、

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
茜
）
本
居
宣
長
著
『
本
居
宣
長
全
集
』
（
首
巻
）
三
三
頁
、
片
野
束
四
郎
編
、

名
古
屋
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）
。
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（
茜
）
舟
木
茂
夫
「
近
世
の
医
師
と
国
学
」

学
懇
話
会
・
会
誌
』
第
一
号
、
九
頁

静
岡
市
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

（
一
云
）
舟
木
茂
夫
「
近
世
の
医
師
と
国
学
」

（
二
）
小
山
正
『
水
野
忠
邦
国
学
の
師
・
高
林
方
朗
の
研
究
』
一
六
九
頁
’

一
七
二
頁
、
高
林
方
朗
顕
彰
会
、
浜
松
市
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
年
）
。

（
三
）
岩
崎
鐡
志
『
内
山
真
龍
』
二
一
三
頁
、
天
竜
市
役
所
、
天
竜
市
、
一

（
三
）
土
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
」
七
一
頁
、
戸
田
書
店
、
情

（
三
）
静
岡
大
学
人
文
学
部
日
本
史
研
究
会
「
旧
加
茂
村
・
清
水
家
文
書
目

録
」
（
未
刊
）
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
、
一
九
三
七
（
昭
和
四
十
八

（
天
）
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
』
（
本
文
編
）
五
○
五
頁
’
五
○

六
頁
、
思
文
閣
、
京
都
市
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

（
完
）
舟
木
茂
夫
「
加
茂
路
散
策
」
『
小
笠
医
師
会
誌
・
い
わ
ち
ど
り
』
第

一
二
号
、
八
○
頁
’
八
一
頁
、
小
笠
医
師
会
、
掛
川
市
、
一
九
八
四

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
こ
く
）
舟
木
茂
夫
「
小
笠
種
痘
誌
」
（

り
』
第
一
○
号
、
二
六
頁
‐

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

（
毛
）
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』

一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

（
一
三
）
後
藤
一
日
「
東
遠
国
学
の
指
導
者
栗
田
士
満
の
功
績
と
そ
の
門
人
・

門
流
の
足
跡
」
『
国
学
院
雑
誌
』
八
四
巻
七
号
、
四
六
頁
、
東
京
都
、

九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

水
市
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
。

年録
､ざL-－

（
昭
和
五
十
九
年
）
。

逗
誌
」
（
前
編
）
『
小
笠
医
師
会
誌
・
い
わ
ち
ど

一
六
頁
’
二
九
頁
、
小
笠
医
師
会
、
掛
川
市
、

学
」
（
遠
江
の
場
合
）
『
静
岡
県
医
史

九
頁
’
一
○
頁
、
静
岡
県
医
師
会
、

五
三
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
都
、

（
本
間
春
城
清
行
の
場
合
）
『
小

笠
医
師
会
誌
・
い
わ
ち
ど
り
』
第
一
三
号
、
八
三
頁
’
八
四
頁
、

笠
医
師
会
、
掛
川
市
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

（
掛
川
市
・
静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
会
員
）

、
１
Ｊ

ノ

(118） 590


